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木更津市
子どもの学習支援事業について

平成３０年２月６日

木更津市福祉部自立支援課

資料５

子どもの学習支援
～貧困の連鎖を断つために～

【厚生労働省：資料より】

・子どもの貧困率：大卒7.7％ 高卒14.7％ 中卒28.2％

・平成２６年度版「子ども・若者白書」では、子どもの

相対的貧困率はOECD加盟国34カ国中１０番目に高い。
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子どもの学習支援事業の実施

【事業内容】

・ 生活困窮世帯の中学生

・ ボランティアに関心の高い地元学生

１回当たり１，０００円（交通費含む）

【実施場所・日時】

・ みらいラボ

・ 毎週木曜日 午後５時３０分から７時３０分
２

木更津市子どもの学習支援事業とは

・ 学生にとっては、「サークル活動の場」

・ 相談支援員にとっては、「グループワークの実践の場」

・ 子どもにとっては、「勉強もする居場所」

・ 保護者にとっての出張相談窓口 ３
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学習支援教室の風景

５



4

コラボ編
（放課後児童クラブ：一小）

６

２．保護者も子どもに関心を持つ

子どもの学習支援事業の成果

１．子どもの学習習慣が形成

３．地域の若者の活性化

４．地域住民活動との連携
７
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２．中学校との連携不足

子どもの学習支援事業の課題

１．参加する中学生の学力に開きがある

３．学生ボランティアのストレス緩和

４．富来田地区の対象者へのフォローができていない

５．参加していない子供たちの取り込み

８

○ 木更津高専との連携協定に続き、清和大学とも連携協定を締結、
今後学習支援へ支援いただく学生ボランティアの安定供給を図る。

学習支援事業への参加・・・・・単位認定の話も！

学習支援をとりまく新たな動き その１

１．木更津市と清和大学との間で包括的な連携協定の締結

○ 地区社協・地域住人・学生ボランティアにより西清川公民館にて
中学生を対象とした学習支援を平成２９年１２月から開始。

２．木三中学区での学習支援（木更津市社会福祉協議会）

９



6

○ 子どもの貧困対策にも通じる「子ども食堂」の発足

学習支援を取り巻く新たな動き その２

木更津「子ども食堂」

☆ 平成２９年８月以降、市内３か所での定期開催。

１０

木更津こども食堂について
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